
行
政
研
究

自
治
体
に
お
け
る
企
画
調
整
部
門
の
変
遷
と
現
状

　
地
方
自
治
体
の
行
政
機
構
の
中
に
企
画
調
整

部
門
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
そ
れ

ほ
ど
古
い
こ
と
で
は
な
い
。
近
年
の
自
治
体
行

政
の
多
様
化
、
複
雑
化
に
つ
れ
て
、
そ
の
位
置

や
役
割
も
変
っ
て
き
て
お
り
、
総
合
調
整
機
能

の
重
要
性
も
増
し
て
い
る
。
全
国
の
自
治
体
に

つ
い
て
、
そ
の
変
遷
と
現
状
を
把
握
す
る
こ
と

は
、
主
体
的
な
自
治
体
行
政
を
す
す
め
て
い
く

う
え
に
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
こ

の
た
び
、
全
国
の
自
治
体
に
郵
送
で
調
査
を
お

願
い
し
た
。
当
室
の
処
理
態
勢
も
あ
っ
て
、
照

会
先
は
都
道
府
県
と
人
口
お
お
む
ね
一
八
万
人

以
上
の
市
、
合
せ
て
一
五
〇
自
治
体
に
と
ど
め

た
。
回
答
率
は
八
八
％
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
に
表
わ
れ
て
い
る
数
字
を
ど
う
読
む
か

は
、
各
自
治
休
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
、
企

画
調
整
部
門
の
機
能
に
よ
っ
て
も
異
っ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、
調
査
に
つ

い
て
の
最
少
限
度
の
説
明
に
と
ど
め
、
数
字
を

そ
の
ま
ま
提
供
し
て
、
各
自
治
体
の
企
画
調
整

部
門
関
係
者
を
は
じ
め
、
広
く
自
治
体
行
政
に

た
ず
さ
わ
る
人
々
、
関
心
の
あ
る
人
々
の
参
考

に
供
し
た
い
。
（
横
浜
市
の
企
画
調
整
局
と
他

　
の
自
治
休
と
の
比
較
検
討
は
、
別
の
機
会
に
諭

　
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
）
。

　
　
こ
の
調
査
で
は
、
企
画
調
整
部
門
の
発
足
と

変
遷
、
総
合
計
画
、
進
行
管
理
、
調
整
機
能
、

　
首
脳
部
の
意
思
決
定
へ
の
か
か
わ
り
方
、
予
算

　
編
成
に
お
け
る
役
割
、
大
規
模
開
発
へ
の
か
か

　
わ
り
方
、
調
査
研
究
等
に
つ
い
て
た
ず
ね
た
。

　
横
浜
市
の
問
題
意
識
か
ら
の
設
問
が
多
い
の
は

照会と回答の内訳

ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。
項
目
問
の
ク
ロ
ス
集

計
を
す
れ
ば
さ
ら
に
興
味
あ
る
デ
ー
タ
も
得
ら

れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
回
は
人
口
規
模
別
の

単
純
集
計
に
と
ど
め
た
。

　
ひ
と
つ
の
問
題
点
は
、
「
企
画
調
整
部
門
」

を
ど
の
レ
ベ
ル
で
と
ら
え
る
か
で
あ
る
。
「
企

画
」
「
調
整
」
等
の
文
字
の
入
っ
た
組
識
の
中

に
、
多
種
多
様
な
仕
事
の
組
織
が
入
っ
て
い
て

企
画
調
整
局
都
市
科
学
研
究
室

い
わ
ゆ
る
企
画
調
整
部
門
と
い
え
る
の
は
む
し

ろ
そ
の
中
の
一
課
で
あ
る
と
も
思
わ
れ
る
ケ
ー

ス
が
少
く
な
い
。
あ
る
い
は
「
市
長
公
室
」
と

「
企
画
」
等
の
名
称
の
組
織
と
が
内
容
に
お
い

て
似
て
お
り
、
市
長
公
室
か
ら
企
画
、
企
画
か

ら
市
長
公
室
へ
の
名
称
変
更
も
よ
く
行
わ
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
た
。

　
設
問
で
は
こ
の
よ
う
な
点
が
明
確
で
な
か
っ

注：1.郵送による回答があった期間は昭和51年５月

　　　17日から６月19日まで。

　　2.　＊（Ｃ）の１市から<企画調整部門なし〉との

　　　回答があり，回答数には入れてあるが，集計に

　　　は含めていない。

照会先一覧

　　　　　　　　　　　　　　　　<順不同〉

1.　都道府県<Ａ〉　１都１道２府43県……名称略

2.　市―人口がおおむね18万人以上の市に照会した

　が，県庁所在地はそれ以下の場合も照会した。

　<Ｂ>　札幌，仙台，干葉，川崎，横浜，浜松，名古

屋，京都，大阪，東大阪，堺，神戸，尼崎，岡山，広

島，福岡，北九州，長崎，熊本，鹿児島

　<Ｃ>　凾館，旭川，青森，秋田，郡山，いわき，宇

都宮，前橋，川口，涌和，大宮，市川，船橋，松戸，

八王子，町田，横須賀，藤沢，相模原，新潟，富山，

金沢，長野，岐阜，静岡，豊橋，豊田，豊中，吹田，

高槻，八尾，寝屋川，姫路，西宮，奈良，和歌山，倉

敷，福山，下関，高松，松山，高知，佐世保，大分，

那覇

　<Ｄ>　盛岡，山形，釧路，八戸，福島，水戸，日立

高崎，川越，所沢，柏，市原，平塚，長岡，高岡，福

井，甲府，松本，沼津，清水，富士，津，大津,岡崎，

一宮，春日井，四日市，茨木，守口，明石，鳥取，松

江，呉，山口，徳島，久留米，佐賀，宮崎
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た
た
め
、
組
織
上
ど
こ
ま
で
を
企
画
調
整
部
門

と
す
る
か
、
回
答
が
い
ろ
い
ろ
で
あ
っ
た
。
集

計
に
あ
た
っ
て
は
、
若
干
の
問
題
は
残
る
が
、

外
形
で
と
ら
え
る
こ
と
と
し
「
企
画
、
調
整
、

調
査
と
い
っ
た
文
字
の
は
い
っ
た
組
織
の
う
ち

の
最
上
位
の
組
織
を
も
っ
て
、
企
画
調
整
部
門

と
す
る
」
こ
と
に
統
一
し
た
。

　
ま
た
職
員
構
成
を
等
級
と
事
務
・
技
術
の
別

に
分
け
て
三
つ
の
時
点
に
つ
い
て
た
ず
ね
た

（　）内％1 ― 1　発足年度

が
、
こ
の
よ
う
に
企
画
調
整
部
門
の
組
織
上
の

範
囲
の
決
め
方
が
不
明
確
で
あ
っ
た
た
め
に
、

回
答
に
統
一
性
を
欠
い
た
の
で
、
集
計
か
ら
は

一
応
除
い
た
。
た
だ
し
こ
の
よ
う
な
点
を
度
外

数字は，上段実数，下段％1－2　組織名

視
し
て
単
純
に
集
計
し
た
も
の
を
、
参
考
ま
で

に
五
一
年
度
の
分
に
つ
い
て
ま
と
め
、
末
尾
に

置
い
た
。
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
が
。
一
定
の

傾
向
は
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
各
自
治
体
の
企
画
調
整
部
門
の
ち
が
い
か
ら

必
ず
し
も
十
分
か
み
合
わ
な
い
設
問
も
少
く
な

か
っ
た
が
、
企
画
調
整
部
門
の
あ
り
方
を
考
え

る
な
ん
ら
か
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
で
あ
る
。注: 4O～45年度発足は「40年度」に含めた。%は主なものを掲げた。＊の説明は72頁。

　　各組織名の合計とは別に，「室」「総合」のつくものの数を集計してみた。
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注: B, Cの〔　〕内は発足時にC, Dの人口の市

　　40年度発足　A ：1　Ｂ：Ｏ　C ：1　Ｄ：２



1－3　組織ランク （　）内％

69

Ｉ型：庁内局制で企画調整部門が局

　　　//部制　　　//　　　部

　　　//課制　　　//　　　課

Ⅱ型：庁内局制　　　　//　　　　部

　　　//部制　　　//　　課

Ⅲ型:　//局制　　　//　　課

　　　//部制　　　//　　　係

注:40～45年度発足は「40年度」に含めた。

1－4　組織ランクⅡ型，Ⅲ型企画調整部門の所属組織

調査季報50―76.6

表－２　次の他の部門で，企画調整部門の中に含まれて
　　いるものがあれば○をつけてください。〈複数回答〉



３－３　調整機能について

　（1）事務分掌に「調整」が記載されていますか。

（2)「調整」という文字の入った組織がありますか。

（3）調整案件のとりあげ方<複数回答〉-゛調整４

　と名のつく組織でなくても実質的な調整の有無をお

　答えください。

（4）調整の程度（おおむねどの程度ですか）

表－3　企画調整部門の機能

3 ― 1　総合計画（ないしは長期計画）と中期計画（な

　いしは実施計画）の有無。

汪：　「 準備中」｜改定中」は｜ある」に含めた。

3―2　進行管理について

　（1）企画調整部門の事務分掌に「進行管理」が記載さ

　　れていますか。

（2）進行管理の制度はありますか。

(3)　進行管理の内容

70調査季報50―76.6



3－5　予算編成における企画調整部門の役割く複数回

　答〉

3 ― 6　重要で大規模な開発事業への関り方<複数回答〉

　（1）立案について

（2）立案した事業の施行について<複数回答〉

3―7　数年前の市街化調整区域設定作業への関り方

3－8　開発行為の許可事務への関り方

3－4　首脳部の意思決定へのかかわり方

　（1）首長等首脳部の意思決定の会議の構成メンバー

　　（常時変らない顔ぶれ）は何人ですか。

(2)企画調整部門の関与(企画・調整等)を経ますか。

（3）首脳部の意思決定の会議に企画調整部門の長は，

　構成メンバーになっていますか。
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３一９　調査研究について<複数回答〉
　
発
足
年
度
、
組
織
名
、
組
織
ラ
ン
ク
は
、
発

足
時
・
四
〇
年
度
・
五
一
年
度
の
三
時
点
で
み

て
い
る
。
「
発
足
時
」
に
は
二
五
年
以
前
の
も

の
か
ら
三
九
年
の
も
の
ま
で
が
一
括
し
て
含
ま

れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
四
○
年
度
、
五
一
年

度
と
時
系
列
的
に
比
較
す
る
の
は
必
ず
し
も
適

切
で
は
な
い
が
、
お
よ
そ
の
傾
向
は
知
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

　
市
を
Ｂ
・
・
Ｃ
・
Ｄ
の
三
グ
ル
ー
プ
に
人
口
規

模
で
分
け
九
分
類
は
、
五
〇
年
国
勢
調
査
の
人

口
で
行
っ
て
い
る
。
発
足
時
、
四
一
年
度
で
は

別
の
分
類
項
目
に
入
る
べ
き
人
口
規
模
の
市
も

少
く
な
い
が
、
集
計
で
は
現
在
の
人
口
に
よ
る
、

分
類
を
そ
の
ま
ま
あ
て
は
め
て
い
る
。
な
お
参

考
ま
で
に
、
発
足
時
に
別
グ
ル
≒
フ
の
人
口
規

模
で
あ
っ
た
市
の
数
を
、
表
１
―
１
に
掲
げ
て

お
い
た
。

　
表
１
―
２
の
組
織
名
は
、
冒
頭
に
も
説
明
し

た
よ
う
に
、
企
画
、
調
整
、
調
査
と
い
っ
た
文

字
の
入
っ
た
最
上
位
の
組
識
の
名
称
が
集
計
し

て
あ
る
。
た
だ
し
、
*
印
の
首
長
公
室
ぽ
内
部

が
課
制
で
な
く
ス
タ
ッ
フ
制
を
と
っ
て
い
る
た

め
企
画
調
整
部
門
を
分
け
ら
れ
な
い
の
で
、
例

外
的
に
首
長
公
室
を
企
画
調
整
部
門
と
し
て
い

る
（
組
織
ラ
ン
ク
も
同
様
）
。

　
組
織
ラ
ン
ク
は
、
企
画
調
整
部
門
が
庁
内
で

ど
の
て
い
ど
の
ウ
ェ
イ
ト
を
置
か
れ
て
い
る
か

を
み
る
た
め
ヽ
全
が
殖
局
制
で
企
画
部
門
が
局

の
場
合
と
部
制
で
部
の
場
合
、
課
制
で
課
の
場

合
を
同
一
ラ
ソ
ク
と
み
て
い
る
。

　
組
織
名
や
組
織
ラ
ン
ク
を
全
国
的
に
ま
と
め

る
と
、
一
定
の
増
加
、
減
少
傾
向
を
示
し
て
い

る
が
、
個
々
の
自
治
体
に
つ
い
て
み
る
と
変
化

が
激
し
い
。
三
つ
の
時
点
を
通
し
て
変
ら
な
い

自
治
体
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。

　
表
２
の
「
他
の
部
門
で
企
画
調
整
部
門
に
含

ま
れ
て
い
る
も
の
」
の
「
そ
の
他
」
に
は
、
冒

頭
に
述
べ
た
企
画
調
整
部
門
の
組
織
上
の
範
囲

の
原
則
に
従
う
と
「
企
画
調
整
部
門
」
の
範
囲

が
回
答
よ
り
も
ひ
ろ
が
っ
た
場
合
は
、
組
織
図

を
み
て
こ
ち
ら
で
ひ
ろ
っ
て
み
た
。
た
だ
組
織

名
だ
け
で
は
必
ず
し
も
十
分
に
く
み
と
れ
な
い

の
で
項
目
だ
け
に
と
ど
め
、
内
訳
の
数
字
は
あ

げ
て
い
な
い
。
自
治
体
に
よ
っ
て
企
画
調
整
部

門
の
機
能
が
異
る
の
で
、
本
来
企
画
調
整
部
門

の
仕
事
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
も
、
参

考
の
た
め
に
か
な
り
広
く
項
目
を
ひ
ろ
っ
て
い

る
。
比
較
的
数
が
多
か
っ
た
の
は
、
電
算
・
情

報
管
理
、
消
費
生
活
、
青
少
年
対
策
、
地
域

振
興
、
同
和
対
策
、
水
資
源
対
策
、
な
ど
で
あ

る
。
な
お
表
２
の
「
５
、
人
事
・
機
構
担
当
部

門
」
で
は
、
「
機
構
だ
け
」
と
の
回
答
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
っ
た
。

　
表
３
―
２
(
３
)
の
進
行
管
理
の
内
容
は
、
事
務

分
掌
や
制
度
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
実
質
的
な

進
行
管
理
に
つ
い
て
た
ず
ね
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
　
　
（
担
当
・
北
小
路
清
　
仲
田
五
郎
）

職員数と職員構成〈参考〉

都道府県　　　　　　　　　　　　　　　　　職員外

①東京都　企画調整局調査部　　　　　　　　　40　1
①愛知県　愛知県経済研究所　　　　　　　　　9 －

③愛媛県　愛媛県シンクタンク　　　　　　　　5　27
③北海道　北海道立総合経済研究所　　　　　　62　5
⑤埼玉県　財団法人埼玉県社会経済総合調査会　－　13

⑥三重県　　〃　三重社会経済研究センター　１　５
⑥熊本県　　〃　熊本開発研究センター　　　12　12
⑦佐賀県　　　　　　　　　　　　　　　　　3

⑦新潟県　　　　　　　　　　　　　　　　　2 ―
⑦宮崎県　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　－
⑦栃木県　　　　　　　　　　　　　　　　　3 －

市
①川崎市　企画調整室調査部　　　　　　　　11　－

①大阪市　総合計画局調査部調査課　　　　　11 －
③横浜市　企画調整局都市科学研究室　　　　　６　２
⑥仙台市　仙台都市科学研究会　　　　　　　　4　15

⑦広島市　　　　　　　　　　　　　　　　　3 ―
⑦熊本市　　　　　　　　　　　　　　　　　13　－
⑦浜松市　　　　　　　　　　　　　　　　　３－

調査季報50-一76.6 72


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6

